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青木繁の『せゝらき集』挿絵について
髙 橋 沙 希
Aoki Shigeru’s Illustration for “Seseraki-shu”
TAKAHASHI Saki
	 “Seseraki-shu”	written	by	Takashima	Uro	（1878-1954）	a	poet	and	a	monk,was	
published	by	Bunendou	 in	1902（Meiji	35）,	 followed	by	an	enlarged	and	revised	
published	by	the	Fukunaga-shoten	in	1927	（Showa2）.	Four	illustrations	drawn	by	
Aoki	Shigeru	（1882-1911）	were	included	in	the	enlarged	and	revised	edition.
	 Since	the	publication	came	16	years	 later	Aoki’s	death,	 it	 is	presumed	that	
those	illustrations	were	chosen	and	placed	later	by	Takashima,	rathar	than	drawn	
for	the	enlarged	and	revised	edition	by	Aoki,	reflecting	strong	throughts	for	Aoki	
on	the	part	of	Takashima.
	 In	this	report,	through	“Seseraki-shu”	which	have	received	little	mention,	I	can	
reaffirm	the	relations	between	Shigeru	Aoki	and	Takashima	Uro	again	and	investi-
gate	the	drawn	background,	the	characteristics	of	touch	of	the	brush,	and	the	color	
investigate	 four	 illustrations	and	I	would	to	examine	the	role	of	the	four	 illustra-
tions	of	Aoki	Shigeru	in	“Seseraki-shu”.
キーワード：青木繁（Aoki	Shigeru）、高島宇朗（Takashima	Uro）	
『せゝらき集』（“Seseraki-shu”）　挿絵（illustrations）　	
明治（Meiji	period）
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はじめに
　『せゝらき集』は、詩人・僧侶である高島宇朗（1878～1954）によって、明治35（1902）年 6
月に文明堂から出版された詩集である。その後、昭和 2（1927）年 2 月15日に福永書店から
『せゝらき集』の増補改訂版が発行された。その増補改訂版に、洋画家であり高島の友人でもあ
った青木繁（1882～1911）が描いた 4点の挿絵が掲載されている。
　増補改訂版が発行されたのが、青木が明治44（1911）年に亡くなってからおよそ16年後とい
うことからも推測できるように、それらの挿絵は、『せゝらき集』のために描かれたものではな
く、著者である高島によって後に選択されて掲載されたものである。そこには高島の青木に対
する強い思いが感じられる。
　本稿では、纏まった形で言及されたことがない『せゝらき集』を通して、青木と高島の関係
を改めて確認するとともに、挿絵 4点について、描かれた背景、筆触・色彩の特徴などを調査
し、『せゝらき集』における青木の挿絵の役割を検討してみたい。
1 　『せゝらき集』
　『せゝらき集』は、外箱付で、定価 1圓90銭で発行された。外箱には、「青木繁畫」、「高島宇
朗著」、「せゝらき集」、「福永書店發行」と順に縦書きで記されている。本体の形態は、縦16.0cm、
横11.5cm、厚さ1.8cm、左開きで天金となっている。
　表紙（図 1）には、向かって左端上に貼られた縦10.7cm、横2.4cmの生地の上に、縦書きで
題名である「せゝらき集」の文字が記され、その下に朱文方印で「通達居士」、白文方印で「高
島宇朗」の印章が押されている。（図2）「通達居士」は、修行僧でもあった高島の号である。出
生地である「和泉の中郷」に因み「泉郷」と号していたこともある1）。裏表紙（図 3）には向か
って左上に、直径3.2cmの12枚の花弁をもつ菊のような文様が装飾されているが、表紙絵など
はなく、簡素な意匠の詩集となっている。背表紙に金字で「せゝらき集　高島宇朗著」とある。
　表紙側の遊び紙をめくると、まず頁の中央に「第一冊を　をばさま櫻井ちか子刀自にさゝぐ　
高島宇朗」と献辞が縦書きで綴られている。その次にある中表紙（図 4）には、表紙と同様に
題名と落款があるが、題名の右上に「島麿（カ）」という印章（図 5）が加えられた。続いて口
絵として、カラー片面印刷で青木の挿絵の中の 1点である《死闘の宇朗像》が原色版で挿入さ
 1）	 篠原正一『久留米人物誌』（菊竹金文堂、1981年）、706頁。
※本書の引用については、振り仮名や傍点などは省略している。また引用文献においては、できる限り旧字
を用いたが、一部新字を用いている。
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図 1 　高島宇朗『せゝらき集』
表紙、1927
図 2 　上：「通達居士」
下：「高島宇朗」
図 3 　高島宇朗『せゝらき集』
裏表紙、1927
図 4 　高島宇朗『せゝらき集』
中表紙、1927
図 5 　「島麿（カ）」
図 6 - 1 　高島宇朗『せゝらき集』
目次、1927
図 6 - 2 　目次
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図 6 - 3 　目次
 図 6 - 4 　目次
図 6 - 5 　目次
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れている。
　目次（図 6）を見てみると、「冠頭」として 1編、「改訂	せゝらき集抄」として45編、「蘆葉
集」として37編、「林泉共鳴集抄」として 5編、計88編の詩と、「作の時」として詩の制作時期
が掲載されていることが把握できる。
　目次の後には、「頂相　三　青木繁」、「風景　一　同」という挿絵の情報だけでなく、「原色
版　田中松太郎」、「木版　伊上凡骨」、「装案　著者」と記されており、優れた印刷技術者であ
る田中松太郎（1863～1949）と評価の高い木版師・伊上凡骨（1875～1933）に個々の制作を依
頼したことと、高島自らが詩集の意匠を考案したことがわかる。
　その後、本文がはじまるが、合間に口絵と同じくカラー片面印刷で残りの青木の挿絵 3点、
つまり《宇朗像》、《婦人像》、《素描》を原色版でそれぞれ確認することできる。挿絵はすべて
縦長で、各挿絵の上には、保護のための薄葉紙がつけられている。挿絵の具体的な掲載箇所に
ついては後に示したい。
　頁数は、目次から 1頁目が始まり10頁まで記された後、本文から新たに 1頁目が始まり180頁
まで、さらに「作の時」からを再び 1頁として 8頁まで記されている。中表紙や青木の図版頁
を含めると計202頁となる。頁数は全て漢数字で示されている。
　巻末には、奥付（図 7）と、その次の頁に「高島宇朗著書」（図 8）として、初版の『せゝら
き集』、本稿で考察する増補改訂版の『せゝらき集』、『眼花集』の 3作品が紹介されており、各
図 7 　高島宇朗『せゝらき集』奥付、1927 図 8 　高島宇朗『せゝらき集』「高島宇朗著書」、1927
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詩集における詩の掲載数、挿絵数と画家の名前、発行年月、発行所とその住所が掲載された。
初版の『せゝらき集』については、すでに絶版であることも記されている。
　この初版の『せゝらき集』及び、高島について、同じく詩人である岩野泡鳴（1873～1920）
が以下のような文章を残している。
　高島氏はその後全く舊調舊式の詩作を斷念し、女子大學卒業生を細君にして、國へ歸つて
百姓をしてゐるが、鳥渡調子のはづれた感興家であつた。自分の詩集を懐中して或書店へ飛
び込み、『どうだ、これを出版して見ないか』とやつたものだ。書店の主人も面白い奴であ
つたのだらう、一面識もない書生の熱心を買つて直ぐ出版した。それが『せせらぎ集』だ2）。
　岩野の文章からは、高島が結婚してから故郷に帰ったことや、積極的な性格であったことが
把握できるとともに、このように出版された初版の『せゝらき集』は極めて発行部数が少なか
ったであろうことが推測できる。
　この著作の紹介において、興味深い事実としては、青木の挿絵が掲載されている増補改訂版
の『せゝらき集』と同年に、同出版社から『眼花集』が発行されており、そこには青木の同郷
で同級生でもある坂本繁二郎（1882～1969）の挿絵が 1点掲載されているということである。
『眼花集』を調査したところ、口絵に、高島の顔だと考えられる男性の頭部のデッサンが口絵と
して掲載されていた。ただ、青木の挿絵と同じように、高島は、この坂本の挿絵に関しても、
本文において、題名・作品解説・掲載の経緯などは特に記していない。
　ところで、大正 2（1913）年に政教社から青木の最初の画集である『靑木繁畫集3）』が発行さ
れている。これは、青木が没した直後である明治45（1912）年 3月に、坂本繁二郎、正宗得三
郎（1883～1962）、蒲原有明（1875～1952）が、東京の上野で、「青木繁君遺作展覧会」を開催
しており、その展覧会を基に、同三人が起案したものである。画集には青木の作品だけではな
く、友人たちの追想文が多数掲載されている。具体的に見てみると、同三人に加えて、梅野満
雄（1879～1953）、森田恒友（1881～1933）、高村真夫（1876～1954）、有島壬生馬（1882～1974）、
木下杢太郎（1885～1945）、岩野泡鳴が青木のために文章を執筆している。しかしながら、これ
らの友人・知人たちの名前の中に高島の名前はない。
　さらに記されている所蔵者を確認すると、当時作品を多く所蔵していた梅野を中心に、「岩野
 2）	 青木繁『假象の創造［増補版］』（中央公論美術出版、2003年）、259－260頁。
 3）	 小谷保太郎編『青木繁畫集』（政教社、1913年）。
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美衛」、「芝川」、「高安月郊」、「福岡市清力商店」、「蒲原有明」、「野口」、「武田」、「正宗得三郎」、
「福田家」、「森三美」、「佐賀県小城小学校」とあり、さまざまな所蔵者の協力があったことが窺
えるが、青木の作品を所蔵していたはずの高島の名前はやはり確認できない。
　これに関して、竹藤寬氏は、坂本が梅野に送った書簡を紹介し、「この書簡で今一つ興味を引
くことは、青木の友人で詩人の高島宇朗（泉郷と号す）所蔵の青木の曙町時代の作品が出品し
てもらえないことを非常に残念がっていることである4）」と述べている。「青木繁君遺作展覧会」
の開催に関連するこの書簡は、それまで発表されていなかった貴重資料であり、以下に一部を
引用する。
　高島氏の御事情容るされざるは残念の事に有之候　同氏のところには曙町時代の尤も盛
んなりし故人の作　少なからず有之筈に候へ共　故人に対し又小生等に対しての御意向は
知らざる事に候へ共　丁度二度小生よりは書状差上げ候いしも一度も御返書無之候5）
　ここから、曙町にいた頃に描いた青木の最盛期の作品を、高島が数点所蔵していたことがわ
かる。さらに竹藤氏は、梅野によって「青木繁君遺作展覧会」が福岡でも開催されており、そ
こには高島所蔵の作品が出品される話が上がったものの、実現しなかったことを指摘し、以下
のように述べている。
　（前略）結局、この福岡での遺作展にも、高島は所蔵作品の出品を拒否している。これは
坂本、蒲原、梅野らにとって、何とも言いようのない、実に腹立たしい仕打ちに思えたこ
とであろう。
　一体、何故、高島はこのように頑なまでに出品を断ったのか、多くの疑問がもたれると
ころである。これは奇人僻を持っていた高島が同郷の坂本や梅野に気質として相容れない
ものを感じていた、あるいは詩人蒲原にある種の嫉妬を抱いていた、というようなことも
考えられぬことではないが6）。
　竹藤氏は上記のように述べつつ、最大の原因としては、「遺作展に出品した場合、作品の所有
 4）	 竹藤寛『青木繁・坂本繁二郎とその友』（平凡社、1991年）、31頁。
 5）	 同書、29頁。
 6）	 同書、63頁。
256
に関して青木の遺族との間に面倒な問題が生じるのを恐れたこと7）」を挙げ、その後の梅野を中
心とした青木の友人たちと青木の家族の間で起こった作品の所有権を巡っての激しい争いにつ
いて詳細に叙述している。
　高島は所蔵作品を出品することを拒否しただけではなく、画集に掲載することも断っており8）、
所蔵作品の詳細さえ知られたくなかったことがわかる。高島が、坂本、梅野、蒲原などの青木
の友人たちについてどのような思いを抱いていたのかということは、現時点では測りかねるが、
竹藤氏が指摘しているように、「所有に関して青木の遺族との間に面倒な問題が生じるのを恐れ
た」ということについては、納得がいく。後に述べるように、高島が所蔵していた作品には、
青木と高島との思い出が多く詰まっており、争うことになれば、その思い出が汚されるように
感じたのかもしれない。
　さらに、竹藤氏は、未発表であった梅野の資料から、幻と化してしまったが、昭和 9（1934）
年頃に、坂本と梅野によって新たに二冊目の青木の画集の制作が計画されていたことを明らか
にし、その計画には高島も協力していたことを指摘している9）。昭和 9（1934）年というと、梅
野と青木の家族との間で起こった作品の所有を巡る争いがすでに一段落していた時期でもある。
　この二冊目の画集制作計画は実現しなかったが、作成するために収集された資料は、昭和14
（1939）年に発行された、青木の初めての図録である『靑木繁遺作展覽會圖録10）』に生かされた11）。
この図録においても、多くの友人や、周囲の人々の協力があったようで、「諸家　批評感想抄」
では、正宗得三郎、木下杢太郎、森田恒友、蒲原有明、和田三造（1883～1967）、小杉未醒（1881
～1964）、吉江喬松（1880～1940）、坂本の計 8 名、そして「賛助諸先生」として、藤島武二
（1867～1943）、山下新太郎（1881～1966）、佐佐木信綱（1872～1963）、島崎藤村（1872～1943）、
坂崎坦（1887～1978）などの名前が紹介されている。ただ、先の計画に協力していたはずの高
島の名前はここでは確認できず、幻と化した画集に掲載が予定されていた高島所蔵の《輪転》
（図 9）なども、この図録には掲載されていない。
 7）	 同書、64頁。
 8）	 同書、108頁。
 9）	 同書、255－257頁。
10）	 鈴木里一郎『靑木繁遺作展覽會圖録』（青樹社、1939年）。
11）	 前掲書『青木繁・坂本繁二郎とその友』、269頁。
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図 9 　青木繁《輪転》、1903　公益財団法人石橋財団
　このように『靑木繁畫集』、『靑木繁遺作展覽會圖録』には、青木の友人たちだけではなく、
生前それほど親しくなかった人物の名前まで並んでいるにも拘わらず、青木の友人として挙げ
られることの多い高島の名前がないのは一見奇妙にも思える。しかし、これは竹藤氏が指摘し
ているように、「所有に関して青木の遺族との間に面倒な問題が生じるのを恐れた12）」というこ
ととともに、高島が、周囲との関係を遮断し「孤高超俗の月日13）」を送っていたことに関わりが
あるのかもしれない。
　篠原正一氏によって記された『久留米人物誌』には、「佳人きく子を妻とすると直に帰郷し、
高良川畔に『林泉共鳴墟』の幽居を設け、試作と禅修業の三昧に耽り、俗との交わりを断ち、
孤高超俗の月日を送り、世人より奇人といわれた14）」とある。篠原氏によると、高島の父である
善藏（1849～1910）は、「千代の春」の造り酒屋で大地主であり15）、高島は、家業を弟・賢太に
譲り、三井郡国分村東野中東田（現久留米市野中町）に在る高島家所有の別荘に移り住んでい
る16）。「林泉共鳴墟」と名付けたその別荘の近くには高良川が流れていた。篠原氏は林泉共鳴墟
について、「邸内は杉が亭々として林をなし、林間には啼鳥が棲み、庭中心景の広い池には鯉が
悠々と泳いで」おり、高島は、「こよなくこの庭を愛し、心おもむくままの生活に入っていっ
た」と述べている17）。
12）	 注 7を参照。
13）	 前掲書『久留米人物誌』、323頁。
14）	 同書、323頁。
15）	 同書、706頁。
16）	 同書、707頁。
17）	 同書、707頁。
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　高島はこのような生活の中で、家族とだけではなく、青木の思い出を抱いて静かに過ごして
いたのかもしれない。所蔵作品を多くの人々に公開するによって、高島はその喜びを壊された
くなかったのではないだろうか。
2 　青木繁と高島宇朗
　高島宇朗は、青木繁の 4歳年上で、福岡県久留米にある中学明善校を退学し、東京にある東
洋大学に入学している。学業よりも文学活動に励んだようである。青木も、同じく中学明善校
を退学し、東京に上京している。青木と高島は同郷であったというだけではなく、文学と絵画
の両方に精通していたという点でもよく似ている。西本匡伸氏は、高島の母親であるカツ（1854
～1917）について、「筑前秋月の大倉家の出身で、大倉家には絵を得意とする者が多かった18）」
と述べ、以下のように紹介している。
　秋田藩に仕えたカツの祖父・種周（1783－1863）は伊能忠敬に学び領内の絵図を作成して
いる。父・種教（1829－1917）は南画に秀で、第二回内国絵画共進会に山水画を出品してい
る。カツの弟・正愛（1868－1903）は東京美術学校西洋画科を明治33年（1900）に卒業し、
明治美術会に参加した本格的な洋画家であるが、（後略）19）
　さらに、高島の弟には洋画家の髙島野十郎（1890～1975）もおり、特に太陽・月・蝋燭など
を描いた画家として名高い。高島自身は詩人であったが、当然ながら絵画に対して理解と親し
みがあったと考えられ、時には絵を描くこともあった。
　《日比谷の躑躅》（未見）は、明治37（1904）年頃の作品で、高島によると、彼が色鉛筆で日
比谷公園にある躑躅の色を写そうとしたものの、面倒臭くなって投げ出しているものを青木が
見つけて「癇癪を起してはいけない」と言って代わりに仕上げてくれた作品であるそうだ20）。こ
の時のことについて高島は「畫事に於ける靑木が誘導扶掖は、まことに親切、到れり盡せりと
いふべきものがあつた21）」と述べており、周囲に迷惑を掛けることの多かった青木についての、
あまり知られていない優しい一面を知ることができる。
　青木も、周知のことであるが、絵だけではなく文学を愛し、上京後は、美術の勉強をしなが
18）	『髙島野十郎	光と闇、魂の軌跡』図録（株式会社東京美術、2015年）、35頁。
19）	 同書、35頁。
20）	 高島宇朗「靑木繁畫無背窟蔵品附説」（『みづゑ』442号、美術出版社、1941年）、63頁。
21）	 同論文、63頁。
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ら、上野の図書館に通いつめていた。読むだけではなく、文章を書くのも得意であり、高村真
夫によると、上京する前から新体詩や短歌を、東京の新詩壇に送ったりしていたそうである22）。
青木の詩には、「女神」、「黒髪」、「夕暮れ」、「人魚」など、甘美的な青木繁作品を彷彿とさせる
ような単語が用いられている。
　河北倫明氏は、青木と高島が明治36（1903）年の12月頃に知り合ったことを記し23）、『せゝら
き集』の初版が出版された明治35（1902）年は、高島が青木を知る以前であったことを指摘し
ている24）。明治36（1903）年 9月に、青木は《黄泉比良坂》などの神話画稿で、白馬会第八回展
の白馬賞を受賞しており、高島と出会った頃は、熊谷守一（1880～1977）、森田恒友、正宗得三
郎などが集まって「浪漫的な青木グループ」が生れていた時期でもあった。
　青木には、岩野泡鳴、蒲原有明などの詩人の友人もいたが、それは高島が彼らに青木を紹介
したことがきっかけとなっている。岩野は、高島に青木を紹介された後、夜遅くまで 3人で話
が盛り上がり、夜中に吉祥寺の隣の蕎麦屋に行った時のことについて、「［高島は］興に乗ると
いろんな氣焰を吐いたり、いたづらをしたりするのだ。その時も渠は皆のおかめ蕎麥のどんぶ
りの中へ唐辛をわざと澤山ぶちまけて、『さあ、しツかりやるべし』と笑つた。青木氏はむツと
して、餘りにいたづら過ぎるのを怒つた（［　］内は筆者）25）」と記している。ここからは青木と
高島の関係性を窺い知ることができる。人の絵具を勝手に使用したり26）、無断で人の作品に加筆
したり、周囲を困らせていた青木が、高島には逆に困らされていたようである。
　また青木は、明治37（1904）年 9月の白馬会第九回展に、千葉県の房州布良の海を題材に描
いた《海の幸》を発表して好評を得ているが、このきっかけを作ったのも高島であった。
　高島は、叔父の大倉正愛や友人の画家庄野荘之助に紹介されて、高島が二度ほど滞在した布
良について、海に親しみのなかった青木が「根ほり、葉ほり、心ゆくまで、とひ、ただし、繰
り返し、打ち返しして止めなかつた」ことを記している27）。河北氏が「そうした布良の素晴らし
さを高島が特有の感興をこめて語ったのが青木を刺激したことはまちがいなく、その事情は、
まだ布良にも行かないその場で、扇子をとって浪漫的装飾味ゆたかな海の即興画を描いている
ことでも知られる28）」と述べているように、高島によると、青木は布良の話を聞き、高島の見て
22）	 前掲書『假象の創造［増補版］』、236頁。
23）	 河北倫明『河北倫明美術論集第三巻』（株式会社講談社、1977年）、42頁。
24）	 河北倫明『近代の美術第 1号青木繁』（至文堂、1970年）、65頁。
25）	 前掲書『假象の創造［増補版］』、260頁。
26）	 熊谷守一「人間青木」（『日本近代絵画全集 4　青木繁　月報』、講談社、1962年）、 1頁。
27）	 高島宇朗「靑木繁畫無背窟蔵品附説」（『新美術』 1号、春鳥會、1941年）、63－64頁。
28）	 前掲書『河北倫明美術論集第三巻』、196頁。
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いる前で、左手に扇を開き持ち、一気に《海潮音》（図10）を描いたそうである29）。
　そのように青木は高島の影響を受けて、明治37（1904）年 7月に東京美術学校を卒業した後、
7月から 9月にかけて、布良に、森田恒友、坂本繁二郎、福田たね（1885～1967）と写生旅行
に出かけたのである。布良では、高島の手紙によって、高島の知り合いであった旅館・小谷喜
六（喜録）方に滞在することができ、そこで《海の幸》を制作した。
　さらに、高島は青木が生活に苦しんでいた際にも力を貸していたようで、篠原正一氏は、「青
木が失意憂悶の心を抱いて久留米に零落していた折は、青木は再三『林泉共鳴墟』に宇朗を訪
ねて、憂悶の心を晴らした30）」と述べている。青木の父親の病気が悪化したため、帰郷した明治
38（1905）年11月から翌年の夏頃までのみならず、家族と離れて放浪生活に入った頃も、裕福
な家柄であった高島を頼っていたようである31）。壇一雄氏は、檀氏の祖父母の家が高島家近くで
あったことを記し、「高島家は、祖父の家の遠縁にあたっていたらしく、酒造家で、近くの森の
中に別荘がある素封家であったが、青木繁はしばしばその家を訪ね歓待された。ご馳走になっ
たり、絵を書いたり、金を借りたり、そしてさまざまな奇行を重ねたようだ32）」と述べている。
　高島が青木に親切であったのは、単に芸術を語り合える友人であったからというだけではな
く、東京で自分の才能を認めてもらえなかった高島が、なかなか中央画壇に復活できない青木
に共感できる部分があったからなのかもしれない。岩野泡鳴は、新体詩を詠っていた高島につ
いて、「蒲原氏や僕等の盛んに試作したよりも一時代前のことだが、既に新しい詩想や詩調が醸
されかけてゐた時代であつたから、渠は餘り世の注意を引かなかつた33）」と述べている。
　また青木も、自分の芸術を理解してくれる友人の近くで、しかも先述したように、高良川近
くの自然豊かで穏やかな場所に身を置くことで、心を多少なりとも落ち着かせることができた
のではないだろうか。
　青木が高島のところに身を寄せていた際に描かれた作品も多数遺存する。例えば、《晩照》（図
11）は、『生誕90年記念ブリヂストン美術館開館20周年記念青木繁展』図録34）において高島との
合作とされている作品であるが、高島によると、これは林泉共鳴墟付近の景色を描いたもので
29）	 前掲論文「靑木繁畫無背窟蔵品附説」（『新美術』）、64頁。
30）	 前掲書『久留米人物誌』、323頁。
31）	 同書、707頁。
32）	 壇一雄「光のなかの没落」（『カンヴァス日本の名画12』、中央公論社、1978年）、83頁。
33）	 前掲書『假象の創造［増補版］』、260頁。
34）	 石橋財団石橋美術館、石橋財団ブリヂストン美術館、日本経済新聞社、『生誕90年記念ブリヂストン美術
館開館20周年記念青木繁展』図録（石橋財団ブリヂストン美術館、1972年）。
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あり、青木はこの《晩照》を、「詩集の口繪にしなさい」と高島に手渡したそうである35）。
　また、高島家の人々を描いた作品もあり、《女星》（図12）は、明治39（1906）年、高島の長
女である斐都子の旧暦初正月を祝して青木が制作した友誼の贈品で、母親のきく子と、娘の斐
都子の似顔絵が縦板に描かれた羽子板である。その時の様子を高島は以下のように述べている。
　青木は、絹帽、燕尾服、インバネスで、人力車に蹈みはたがり、両手で、羽子板を正面
に支え立て持ち、當時の久留米市外東野中の林泉共鳴墟の玄關に着けさせ、
　「奥さん」
　と、大聲で、きく子を喚び出し、（中略）『ワハハハハ』と、大よこび、そして、例の、
ひとりで、手を打ち叩き、室内を踊りまはる36）。
　また明治39（1906）年の作品である、《百日頃の斐都子》（図13）にも高島の娘である斐都子
が描かれており、この作品についても高島は以下のように述べている。
　林泉共鳴墟の茶の間の縁先に、妻に、立ちながら、明りを向けて抱かせ、靑木も立つて、
彼が、よくやる舌鼓を打ちつつ、兒をば上手にあやし、咄嗟に寫し了つた色鉛筆の寫生で、
靑木は、此の時、自分にも子供がある由を妻に語つたさうな37）。
　ここからは、青木が作品を描く際の様子がわかるとともに、青木の恋人である福田たねとの
35）	 前掲論文「靑木繁畫無背窟蔵品附説」（『みづゑ』）、62頁。
36）	 前掲論文「靑木繁畫無背窟蔵品附説」（『新美術』）、61頁。
37）	 前掲論文「靑木繁畫無背窟蔵品附説」（『みづゑ』）、64頁。
図10　青木繁《海潮音》（扇面）、1904 図11　青木繁《晩照》、1907
262
間に生まれた幸彦（福田蘭童）（1905～1976）の話を、周囲には秘密にしていたにも拘わらず、
高島の妻・きく子には心を許して打ち明けていることが理解できる。その後、青木は放浪生活
の末、明治44（1911）年に28歳の若さで人生を終えた。篠原氏は高島の様子について以下のよ
うに記しており、高島にとって青木が大きな存在であったことが読み取れる。
　青木の死を境として、宇朗はあたかも海底の牡蠣のごとく、内攻的に深く沈思し、細く
狭くわが道をただひとりで歩き、超然高踏の自我を築き上げて行った。禅林に分け入り、
ついに禅僧となり、幾所か流転移住し、尾道市郊外に終の草庵を結び、ここで静かに七十
八歳で沒し去った38）。
　また、青木も高島を信頼し、大事な友人だと考えていたことは、高島の語るいくつかの青木
に関する逸話から知ることができる。例えば、『みづえ』第306号（1930年 8月号）の「青木繁
の『波の磯』について」と題する以下の文章からは、自尊心の高い青木が高島の助言を受け入
れていることが明らかとなる。
　畫面の水平線上右寄に、二つある島影の最右端の頭の尖つてるのが大島である。もと中
央下部の波の上に、一羽の白い海鳥、翼を張つて飛んで居るのがあつたけれど、靑木君に
相談して消して貰つた。どうも素人受をねらつて、取つてつけたやうで、目觸になつて仕
方がなかつたからである。最初は或は無かつたかと思ふ39）。
　同文章には、青木からの遺簡も紹介されており、そこでは青木が高島に《波の磯》（現《海景
［布良の海］》）（図14）を進呈したことも把握できた。青木は自ら高島に作品を託すことも多か
ったようである。例えば、先にあげた《輪転》も、青木の代表作である《わだつみのいろこの
宮》を出品した、明治40（1907）年の東京勧業博覧会を見物した際のお土産として、画面右上
に「Dedicate	for	Mr.	Takashima,	S.	Awoki	1907」と墨著して、青木から高島に贈ったものであ
る。また高島はこの作品についての解説の中で、青木が記していた「AOKI」のサインについ
て、「『あをき』なれば“AWOKI”とすべきかと宇朗の注意により、以後、大てい“W”を入
れるやうになつた。」ことを明かしている40）。
38）	 前掲書『久留米人物誌』、705－706頁。
39）	 高島宇朗「青木繁の『波の磯』について」（『みづゑ』306号、美術出版社、1930年）、24頁。
40）	 前掲論文「靑木繁畫無背窟蔵品附説」（『みづゑ』）、58頁。
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　さらに、《少女群舞》（図15）は、当初は《早春》と題されており、この作品も青木から譲ら
れたものであることが、以下の高島の文章から把握できる。
　今、關口の瀧の近くで、可なりに烈しく吹きまくる風の中を、嬉嬉として快走し去る學
校歸りの少女達を見たので、描いて来ました
　「よく出來ました」　
　と、さも、うれしさうに、ながめ、よろこび、宇朗も一緒によろこんで、話しこんで、
やをら其のまま、此の畫を置いて、彼は歸つた。
　呉るとも何とも云はぬ。宇朗も問はぬ41）。
　ここでは、先に見た《波の磯》（現《海景［布良の海］》）と同様に、高島が青木の作品に対し
て意見を述べ、青木がその意見を参考にすることがあったということや、作品が高島所蔵にな
った経緯などを知ることができる。青木は高島のことを、自分の芸術を理解してくれており、
自分の作品を所蔵するにふさわしい人物として認めていたのであろう。
　ところで、以上に引用した高島の文章は、大部分が、高島による青木作品の解説「靑木繁畫
無背窟蔵品附説42）」での言葉である。図録や画集には一切文章を掲載しなかった高島であるが、
ここでは口を開いている。これは、昭和16（1941）年のことであり、青木繁研究の第一人者で
ある河北倫明氏が青木の研究を開始する 2年ほど前のことである。青木は、今日ほどの高い評
価はまだ与えられてはいなかったものの、大分評価は高まっていた時期だと考えられる。青木
の評価が徐々に上がっていく中で、高島は、青木を自分の思い出の中だけに大切にしまってお
くには忍びないと感じるようになったのかもしれない。そのため、頑なに所蔵作品の公開を拒
んでいた高島が、このように作品の解説を行ったのではないだろうか。この貴重資料である「靑
木繁畫無背窟蔵品附説」に記された青木に関する追想は、主題や制作背景など、高島にしか知
り得なかった情報が多く掲載されており、現在の青木繁研究に欠かすことの出来ない大きな役
割を果たしている。また同時に、青木と高島との親しい関係を垣間見ることができた。
3 　青木繁の挿絵
　『せゝらき集』に掲載された青木繁の挿絵は、すでに述べたように、青木の没後、高島によっ
41）	 同論文、58頁。
42）	 注20及び、注27を参照。
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て選択されて掲載されたものである。青木は、岩野泡鳴『夕潮』（日高有隣堂、1904年）、蒲原
有明『春鳥集』（本郷書院、1905年）、中村吉蔵『旧約物語』（金尾文淵堂、1907年）などにおい
ても挿絵を描いている。ただ、それらの挿絵のように、青木が著者に依頼され、内容を確認し
て、その内容に合わせて描いたものではないという点で、『せゝらき集』の挿絵は例外的だとい
えよう。
　口絵として掲載された《死闘の宇朗像》（図16）は、大きさが約14.7cm×10.5cmで43）、明治37
（1904）年の正月頃の作品である。色鉛筆による、力強い筆致からは、22歳の青木の瑞々しい若
さが伝わってくるようである。この作品に関しては、《インド人》と題されていたことがあり、
筆者も、画面に大きくインド人男性の胸から上が描かれていると考えた。しかし、高島の証言
43）	 前掲論文「靑木繁畫無背窟蔵品附説」（『みづゑ』）に記された「三寸五分×四寸九分餘」（65頁）による。
図12　青木繁《女星》、1906
宗教法人パーフェクト
リバティー教団
図13　青木繁《百日頃の斐都子》、
1906　福岡県立美術館
図14　青木繁《海景（布良の海）》、1904
公益財団法人石橋財団
図15　青木繁《少女群舞》、1904
府中市美術館
265青木繁の『せゝらき集』挿絵について
によると、インド人ではなく、以下のように、病気に苦しむ高島を描いたものであったようだ。
　（前略）四十度以上はあつたに相違ない。蒲團の襟の隙間から湯氣が、もうもうと、もれ
あがり、あたたかに頬を撫で去る。齒を嚙み合せて、懸命に我慢して、がたがたの寒戰が
止むと反動的に全身燃えたかとばかり發熱して來る。眼が瞑眩し、旋轉する。考へること
が、こんがらがり、續かなくなり、ぼやぼやになる。呼吸が、とぎれるやう、苦しくて、
しやうがない44）。
　上記の状況を思い浮かべて、作品を観察すると、まさにその通りである。太い眉毛、正面を
やや上目使いで見つめる大きな目、白い歯が見える開かれた口元からは、何かを訴えているよ
うにも見え、まさに病気と死闘する高島の姿である。高島によると、苦しいまま気まぐれに小
鏡に映る自分の顔を色鉛筆で写生しはじめたものの、途中投げ出したところに青木がやってき
たようで、以下のように述べている。
　（前略）靑木が、例の調子で庭に廻つて、綠側から、にじり上つて、見せたがらぬスケツ
チ帳を、ひつ取つて、やをら、色鉛筆を拾ひ上げ、クスクス、獨笑しながら、大分カサカ
サ音させて
　「這入つて來た瞬間に、こんなに見えた」
　と差し出したのが、赤布を被つて鎧を着た宇朗のこれ45）。
　高島は、人物の被る赤布について、紺色の木綿蒲団を青木が赤色に変更したことも記してい
る46）。全体的に青と赤が基調となっており、画面に向かって左上に記された「AoKi」のサイン、
人物の被る布、さらに唇に濃い赤が使用され、その他の部分は主に青が用いられた。
　また高島が、「頭の邊に痕跡のあるのが、宇朗が劃した外廓線で、それから下をば、靑木が補
ひ添へたもの47）」と述べているように、高島の描きかけたものを青木が仕上げているということ
で、おおよその輪郭などはすでに決まっていたのかもしれない。青木の描く作品は、余白まで
バランスよく残されていることが多いが、この作品は、画面に対して対象の重心がやや下方に
44）	 同論文、65頁。
45）	 同論文、66頁。
46）	 同論文、66頁。
47）	 同論文、66頁。
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寄っており、多少バランスが悪いようにも思われる。
　口絵にこの作品を用いたのは、高島自身が描かれていること、また高島との合作であること、
さらに、この苦しい状況のように悩みの中から生まれた詩があったということを示しているの
かもしれない。
　 2枚目の挿絵となる《宇朗像》（図17）は、大きさが14.0cm×12.0cmで、向かって画面右下
に「三七、四、二、」と縦書きで描かれた日付が書き込まれていることから、明治37（1904）年
4月 2日の作品であることが判明する。この作品について、高島は《燈前の宇朗像》と題して
おり、「宇朗が二十七歳の春の曙町の寓室での作。非常に明るい空気ランプとか云ふた石油臺洋
燈の光影中、氣が向いて、即時に描いた作48）」と記している。
　画面の中心に、身体はほぼ正面のまま、顔を左に向けた丸坊主の男性の胸から上が、先ほど
の《死闘の宇朗像》よりも、やや細かく繊細な色鉛筆の線描で描かれた。素早い筆致ではある
が、全体的には丁寧に仕上げられ、画面の周囲には何も塗られていない余白が残っている。陰
影が明瞭につけられていることから強い光が当たっていることが理解できる。着物と背景は寒
色で、皮膚の部分はほぼ暖色で仕上げられ、所々に見られる朱色の輪郭線に青木の特徴が出て
いる。目元と口元は陰に隠れて確認できないが、鼻には光があたっており、高島が比較的高い
鼻の持ち主であったことを教えてくれる。人物の頭部辺りにのみ見られる斜線で表された背景
は、青い着物よりもさらに濃い青で塗られており、人物の周辺も暗く光が当たっていない様子
が伝わる。
　この作品は、78頁から81頁まで続く明治35年制作の「泉郷子」と題された詩の挿絵として、
78頁と79頁の間に挿入されている。旅先でのことを詠っていると考えられ、詩中にある「都の
北」、「駒籠」という単語からは山形県の情景が思い浮かぶ。詩の最後に「かへりゆくべき野べ
をぞおもふ」とあり、旅先において故郷を思い出しているようである。題名に含まれている「泉
郷」は、先に述べたように、高島が青木と過ごしていた頃に用いていた、出生地である「和泉
の中郷」に因む号であり、そこから青木が描いた高島の肖像を挿入したのではないだろうか。
　 3枚目の挿絵となる《婦人像》（図18）は、上記 2枚よりやや大きいサイズで24.0cm×16.5cm
となっている。《宇朗像》と同じく、明治37（1904）年の作品で、周囲に余白が残されている。
着物を着て、やや左を向いた日本髪を結った女性の胸から上が描かれた。彼女の面長の顔に描
き込まれている表情は、無表情ではあるが、丸い目と小さめの口が可愛らしい。また、背景を
含め、全体的には寒色である青で仕上げられているが、女性が着る着物には、黄や赤の暖色が
48）	 同論文、63頁。
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用いられており、女性らしい印象を与えるとともに、画面に面白味を出している。パステルに
よる線描は、色鉛筆よりも強弱が出ており、より力強い仕上がりになっている。
図16　青木繁《死闘の宇朗像》、
1904『せゝらき集』挿絵
図17　青木繁《宇朗像》、1904
福岡県立美術館
『せゝらき集』挿絵
図18　青木繁《婦人像》、1904
『せゝらき集』挿絵
　高島は、彼が好意を寄せていた女性と一緒に青木の所へ訪れたことがあり、青木がその女性
の印象を描いたのが、この作品であることを明らかにしている49）。高島は、この作品を《おもひ
で》と題し、「この女友との心交の一部始終には、靑木も十分の了解と同情とを以つて會うてく
れたもので、わが靑木が友義の純白と、謹嚴と、女性に對して抱持せし淸眞とには、宇朗今な
ほ感謝と敬意と措く處なき思ひに滿され居る所以である50）」と、青木への思いを示し、以下のよ
うに述べている。
　是を、本人には、あまり似ていないと云うと
　「あなたは知らない」
と、彼は不氣嫌な顔をしたが。
　無論、當人よりは、若く、美しく、より優に、いささか、より柔かにも出來て居て、遠
山の眉など、全然、別趣の光采である。
　しかしながら、「おもひで」は、わが靑木繁の友誼が、宇朗の爲めに、これを想化してく
49）	 同論文、61頁。
50）	 同論文、61頁。
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れた記念の作品であつて、似て居ないだけ、それだけ、靑木の畫であつて、似て居ない其
の事が、亦宇朗の爲めにも、よかつたのであつた51）。
　高島によると、青木は《婦人像》の右下にMEMORYと記されていることを高島に教えるも、
その他の文字に関しては何が記されているのか教えてくれなかったそうである。パステルによ
る画面のぼやけた表現は、まさに、思い出を浮かべる心の中を表しているようである。この作
品は、140頁に掲載されている明治36（1903）年制作の「夕暮毎に」の左隣頁に掲載された。 4
行のみの短い詩中には、「わが眼の前にゆめはあり　わが身のうちになやみあり」とあり、若者
特有の夢と現実の間の複雑な心境を詠っているようである。さらに「夕暮毎に」より 3作品前、
つまり137頁から始まる「心をゞ　芳子に」と題された詩は、この挿絵のモデルである女性につ
いて詠ったもので、この《婦人像》と合わせれば、より心像が広がるであろう。
　 4枚目の挿絵となる《素描》（図19）は、171頁から174頁まで続く明治40（1907）年制作の
「晩秋」の挿絵として、172頁と173頁の間に挿入されている。この作品についての詳細は不明で
あり、制作年と所蔵先が判明できなかった。挿絵を参照すると、筆致の太さにあまり変化が見
らない均一な線描なのでおそらく色鉛筆だと考えられる。また、木のある風景画は、《樹木》
（1904）（図20）や《風景》（1906－10）（図21）のように、全体を通して確認されるが、色の線描
で描かれた作品は《顔》（1903－04）（図22）や《霜夜語》（1904）（図23）など明治37（1904）年
頃に集中して見られるので、この作品もその時期に描かれた可能性がある。
　画面より一回り小さく荒めに枠線が引かれ、その枠内のほぼ中央に、赤茶と青を用いて木の
幹が描かれた。緑がかった黄の地面には、青と赤茶の幹の影が落ちる。枝は四方に伸びる赤茶
の線で表現され、背景には横向きに引かれた薄い青の線描によって空が広がる。地面の上にあ
る縦と斜めに引かれた濃い青の線描は、一見雑草のようにも、奥深い陽の落ちた暗い山々のよ
うにも見える。ただ、この詩集に掲載されているということから推測して、高島の住む「林泉
共鳴墟」の近くにあった高良川なのかもれない。空の下方には緑がかった黄と濃い青が所々に
見られ、夕方、あるいは朝方の太陽の日差しに染まっているようではあるが、高良川だと考え
た場合、この部分は対岸の地面だと考えられる。右端には青い屋根の家が描かれているように
も見えるが、判然としない。木の幹の赤茶と枝が同じ色であること、また木の幹の青と雑草が
同じ青であること、さらに空と地面の一部に同じ緑がかった黄が用いられることで、統一感の
ある画面となっている。
51）	 同論文、61頁。
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　詩中には、「地に響なく　人に聲なし」とあるが、《素描》においても、葉一枚すら生えてい
ない木、対象が多く描かれていない比較的簡素な画面によって、同じく静寂な雰囲気が表現さ
れている。これらの青木の画面には、「晩秋」と題された詩に相応しく、これから冬がはじまる
寒々しい雰囲気がある。
　《死闘の宇朗像》、《宇朗像》、《婦人像》、《素描》は、描かれた時期が近いということも関係し
ているのかもしれないが、繊細で素早い線描という点で、作風も似ており、まるで連作として
描かれたようである。線によって対象を描く事は、西洋画におけるデッサンの基本ではあるも
のの、それらは面白味と動きのある見事な線描であった。
　また、どの作品も、寒色と暖色のバランスよく、また色が統一して仕上げられており、青木
図19　青木繁《素描》
『せゝらき集』挿絵
図20　青木繁《樹木》、1904 図21　青木繁《風景》、1906-10
図22　青木繁《顔》、1903-04
公益財団法人石橋財団
図23　青木繁《霜夜語》、1904頃
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の優れた色彩感覚を示すものだといえる。青木は、岩切信一郎氏によって見出された52）『中学世
界』第10巻第14号（1907年11月10日発行・博文館）における文章の中で、「パステルは上から上
へと擦着して行く趣が、到底油繪とても及ばぬ特種の點53）」と述べ、また色鉛筆で描く事につい
ては、「極最初に這るには、色鉛筆が最良い」とし、「數十枚もやつて居る中には、其鉛筆に用
ゐてある彩料の性質も自然判得して來る。調子の出し方も自づと解つて來る」と述べている54）。
青木の作品には、色鉛筆による《色合わせ 1》（図24）や《色合わせ 2》（図25）などが残って
おり、青木が色鉛筆を用いて色彩の研究をしていたことがわかる。その成果は見事に『せゝら
き集』の挿絵において生かされた。
図24　青木繁《色合わせ 1 》、1903 図25　青木繁《色合わせ 2 》、1903
　パステルや色鉛筆で描かれたこれらの挿絵は、描かれた背景も考慮すると、青木が担当した
他の挿絵とは異なり、すべて気軽に描かれた作品だと考えられる。すなわち、青木が感情のま
ま描いた作品だということになるが、作品分析から、いずれも詩の内容と一致しており、挿絵
として遜色がないことが理解できた。加えて、『せゝらき集』が、青木と高島の深い友情を示す
詩集にもなっているということを把握できたのではないだろうか。
52）	 岩切信一郎「雑誌『中学世界』に発表された青木繁の作品」、（『近代画説　明治美術学会誌』6号、美術
の図書三好企画、1997年）を参照。
53）	 青木繁「グアッシュの話」（『中学世界』第10巻第14号、博文館、1907年）、62頁。
54）	 同論文、63頁。
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おわりに
　この『せゝらき集』の発行された、昭和 2（1927）年 2月は、ちょうど青木が再び注目され
る直前、すなわち青木の再評価に対する機運が高まっていた時期であったように思われる。同
年 6月に「明治大正名作展覧会」が開催されており、先に紹介した『靑木繁遺作展覽會圖録』
の序文においては、梅野満雄が、「昭和二年六月、明治大正名作展覽會が東京府美術館に於て開
かれました。此時『海の幸』、『わだつみのいろこの宮』の二幀が『場中の異彩』として推稱せ
られ、靑木氏の名聲が俄に高まりまして、畫人としての位置が決定した樣に思はれます55）」と述
べている。さらに福田蘭童（幸彦）が、自分が青木の息子であることを初めて名乗り出たのも
この展覧会でのことであった。翌年の昭和 3（1928）年 9月には、『世界美術全集』第31巻（平
凡社）に《海の幸》が掲載されている。
　青木が再び注目されはじめたことによって、最盛期の青木を懐かしく思った高島は、その頃
に制作された作品と詩を融合させた『せゝらき集』を出版したいと思い立ったのかもしれない。
青木が亡くなってから約16年も経過しているにも拘わらず、高島が『せゝらき集』に青木の挿
絵を掲載したのは、思い出が詰まっている上に、優れた素早い筆致と調和の取れた色彩で描か
れた甘美的な作品を、高島が自らの詩集に相応しいと考えたからであろう。
　何度も述べているように、青木の挿絵は、『せゝらき集』のために描かれた作品ではなかっ
た。しかしながら、作品分析で把握できたように、まるで高島の詩のために描かれたようであ
り、読者に高島の詩をさらに深く鑑賞させる役割を果しているといえる。それは、まさに同じ
時を同じ思いで過ごした二人であったからこそ、実現されたのではないだろうか。
［図版出典］
挿図 1～ 8：筆者撮影。
挿図 9、12～15、22～25：森山秀子、植野健造、貝塚健、山野英嗣編著『没後100年　青木繁展―よみが
える神話と芸術』図録（石橋財団石橋美術館、石橋財団ブリヂストン美術館、毎日新聞社、2011年）。
挿図10、11、20、21：石橋財団石橋美術館、石橋財団ブリヂストン美術館、日本経済新聞社、『生誕90年記
念ブリヂストン美術館開館20周年記念青木繁展』図録（石橋財団ブリヂストン美術館、1972年）。
挿図16～19：高島宇朗『せゝらき集』（福永書店、1927年）。
55）	 前掲書『靑木繁遺作展覽會圖録』、 1頁。

